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論文内容の要旨
本論文は，新制高等学校が発足当初に採り入れた理念、や諸施策に注目しそれぞれの内容の解明ととも
にそれらの構造的な杷握を通して，新制高等学校が目指した教育の特質を究明しようとしたものである。
第 1章「アメリカ・モテソレの成立一単位制と科目選択制-Jでは，わが凶の高等学校のモデルとされた
アメリカ合衆国の公立ハイスクールに着目し， 19世紀末以降の大衆化の時代に浮上してきた.単位制と科
目選択制に込められた思想を分析し.単位制は，所与の教育課程全体よりも.その各部分に陶冶的価値を
見いだそうとする考え方であり，科目選択制は，中世以来強く欧米の中等教育を支配してきたリベラル・
アーツの形式陶情論に抗して近代諸科学にも陶冶性があることを強調したC.W.エリオット等の新しい形
式陶冶論を基盤にしたものであると整開ーされている。第2掌「単位制一中等教育の開放を支える押ニ念一」
では，わが国の高等学校における単位制採用の経緯が， GHQの民間情報局 (CIE)教育課と文部省の間
で行なわれた協議をたどりながら精査され，単位制がわが国の中等教育の開放を支える埋念であったこと
が明らかにされている。第3草ー「科目選択制一科目履修の理念ー」では，個人の最大限の発達を目標の一
つに掲げ‘る高等学校は，それの必然的な要請として選択科目中心の教育課程を必要としたが.現実には生
徒の自由な選択履修では知的教養に偏りが生じるという危倶から， 1950年代半ば以降この理念は教育課程
を統御する理念としては著しく弱められていく事実が明らかにされている。第4章「大教科制一科目編成
の理念一」では，高守ー学校においては細切れの科目を多数学ぶより，大きなまとまりとなった少数の科目
をたっぷり時間をかけて学ぶことの方を重要とする学習観が教科・科目の編成原理として採り入れられた
が，この理念、も科目選択制と同じく崩壊してしぺ経緯が論じられている。
第5章「通信教育の展開」では，単位制を前提にして初めて吋能となる新しい巾等教育の履修方法ーであ
る通信教育が取り上げ‘られている。学習者の主体的条件に基づいて課程履修のあり方が選択できることを
可能にする単位制のもとで.通信制によっても単位習得の道が聞かれたことは.巾等教育の開放という点
で， さらには学習者の自律的常醤スタイルを中等教育の正規の課程においても率認するという積極的意義
をもっと整閉されている。第6掌戸空き時間と学校図書館」では，自学を重視する発足当初の高等学校が
科目選択制のもと生徒の時間割りに空き時間を設け，生徒に凶書館を利用することを奨めたことは，生徒
の自律的学習を成り立たせ，それを支援するための時間的・空間的条件の保障であったと意義づけられて
いる。第7章「学校週5日制の試み」では.青少年の生活時聞を学校が内有することを避け，わが閑の長
年の慣行に逆らって登校日を少なくする施策が生徒の向律性を高める教育的意図に出来することが指摘さ
れているの
第8帝「ユニバーサル段階の教育の模索jでは，進学率が90ペーセント台に達した197.1年以降の高等学
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校大衆化の状、olをユニバーサル段階と促え.学習指導要領の変遷の分析を通して，特に1918年の階導要領
で打ち11された総合的・広域的な科目の新設と弾力的な学級編成等の方針は発足当初の高等学校教育の基
盤になっていた諸理念の再生という特質をもっていたことが明らかにされている。第9章!忘れられた理
念への阿帰」では，新制高等学校発足当初の単位制，科目選択制，大教科制という三つの問念がユニバー
サル段階の高等学校を統御する理念として復活してきていると捉え，単位の弾力的な運用と多様な科同の
自由な選択，時間割りの自己編成，空き時間の活崩等を柱とする単位制高等学校の出現にその典型を見い
だしている。第10章「教えの総台から学びの総合へjでは，高等学校の教科内容に注目し，ユニバーサル
段階の高等学校教育においては，科目別に行なわれる学習が学習者自身によって統合され意味づけられる
場，つまり学習の総合化がはかられる場を設けることの必要性を認識して， r課題研究」という必修科目
を設置しようとする専門教育を性とする一部の学科での動向を高等学校全体へ広げる意義が明らかにされ
ている。
論文審査の結果の要旨
本論文は，新制高等学校が発足当初に採り入れた理念や諸施策に注目し，それぞれの内容の解明ととも
にそれらの構造的な分析を通して，新制高等学校が目指した教育の特質を解明しようとしたものである。
今日中等教育の改革がダイナミックに実施されている時期であることを鑑みればン時宜を得た研究である。
第i章では，アメリカ合衆国のハイスクールの大衆化に寄うした単位制は， C.W.エリオット等の新し
い形式陶冶論に思想的源泉があるとする整理は適切であるが，形式陶冶論が含み持つ弱点を再吟味する作
業が十分でない点は惜しまれる。第2章では，資料としてcmConference Rcportのmicroficheを周い
た丁寧な分析は評価できる。しかしほぼ同じ条件ーをホされた(胃)ドイツが大筋において戦前の制度を
踏襲したことと比較してみる点が不足していることは残念である。第3章では，高等学校が生徒個々人の
最大限の発達を目標の一つにする以上必然的に要請されるのが選択科日中心のカリキュラムであること。
第4章では，科日選択の場合は細切れの科目を多数学ぶより.大きなまとまりとなった少数の科目をたっ
ぷり時間をかけて学ぶ大科目制を採る方が良いとする学習観が教科・科目の編成原理であった，と整理さ
れている。だが.現実には生徒の自由な選択履修では知的教養に偏りが生じるという危慎から，これらの
開念は1950年代以降教育課程を統御する理念、としては弱められていった過程が跡つ'けられている。
第5章では，通信制で単位習得の道が聞かれたことは，中等教育の開放という点で，さらには学習者の
自律的学習スタイルを中等教育の正規の課程においても事認するという積極的意義をもつものであったこ
とが明らかにされている。この意義づけは，学習社会といわれる今日，通信メディアの飛躍的発展のもと
高等教育の履修手段としても実現在れつつある新たな学習観をその萌芽期において予測的に意義づけた点
で評価できる。第6章で，図書館は生徒の自律的常習を支援するための時間的・空間的条件の保障であっ
たとその教育的意義を指摘し戦後復興期に図書館が学校の心臓部として電視されていた事実を明らかに
している点は妥当である。第7章で，登校日を少なくする施策が生徒の自律性を高める教育的忠義をもっ
ていたとの指摘は鎮けるが，空き時間とともに学校週5日制も発足後数年で廃れた原因の追求に物足りな
さが残る。
第8・9・10章は，本研究のまとめの部分c ここで，発足当初の高等学校教育が同指したものが，広い
知識の網羅的醤得よりも，深く学習する過程で高められる思考力や判断力の育成であり，細かく分離した
教科内容の教え込みよりも.生徒の側で行なわれる知的総合化であり，総じて青年の向律的学習の確立で
あったとする結論は厩ね妥当であるC 先のような結論を.新制高等学校の発足時の教育課程施策の理念に
まで遡って導き出した点，ならびに研究手法として，高等学校教育が論じられる際にややもすれば周辺的
な問題として片付けられてきた通信教育.1F.き時間，学校凶菩館，学校週5日制といった問題を構造的に
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考察する方法を採用している点は，これら周辺的問題が今日ではじしろ本流になりつつある動向から鑑み
て評fliできるG
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